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定住促進就業祝金支給事業のお知らせ

1 対象要件　（①～⑤に全てあてはまること）
①申請時に村内に居住し、将来に渡って定住する意志があること。
②中学校、高等学校、専門学校又は大学等のいずれかを卒業し、3年以内に事業所等に就業していること。
　（事業所等とは本村から通勤可能な範囲内の事業所及び自営農家をいいます）
③就業後1年を経過し、引き続きその事業所等に就業している者であること。
④公務員でないこと。
⑤就職後、18ヶ月以内であること。【申請期限】

2 祝金の額　　50,000円
3 申請の方法　就職後、１年を経過し、１年６月を経過するまでに申請してください。
①喬木村定住促進就業祝金支給申請書（様式第1号）
②卒業証書又は卒業証明書の写し
③在職証明書（勤務している事業所の証明を受けてください）
④定住誓約書
⑤喬木村定住促進就業祝金支給請求書（様式第3号）
上記の書類をそろえていただき、役場産業振興課に提出してください。
2024（R６）年4月１日に就職された方は、2025（R7）年9月末までに提出してください。
　　※申請書類は、村ホームページからダウンロードしていただくか、担当までお申し出ください。

4 祝金交付式について
　申請書類ご提出後、村が支給決定した方には、祝金交付式のご案内をさせていただきます。

【申請期間について】

　村では、村内に住む若者の定住を促すとともに、雇用の安定と地域の活性化を図ることを目的として、 
「喬木村定住促進就業祝金」を支給しています。
　下記の条件にあてはまる方は、期限までに申請書を提出してください。

【このページに関する問い合わせ先】　役場　産業振興課　商工観光係　☎33−5126

“美し郷”喬木まつり　出店者募集　（８月１日〆切）

　“美し郷”喬木まつりを９月20日(土)に開催します。このイベントで出店、販売していただける方を
募集します。出店方法や出店いただく方のお住まい等により出店申し込みの区分が異なりますので、
下記URLまたは二次元コードを参照いただきお申込みください。
https://www.vill.takagi.lg.jp/doc/2025060400018/

◦出店日時　9月20日（土）午前11時～午後８時　　◦場所　喬木村運動公園 周辺

広報 2025・7
第481号

村の人口　5,553 人（＋４）
　男　　2,719 人（－３）
　女　　2,834 人（＋７）

　世帯数　2,049 戸（＋４）
（令和７年６月１日現在）

【申請期間の例】　2024（令和6）年 4月 1日就業の方の申請期間
学生 就業

2024.3 2024.4～
申請できません 申請期間 受給資格喪失

2025.4～9 2025.10～

※テント村販売出店以外の方の出店料は『3,000円』です。要項等は各申込みサイト等よりご確認ください。

○テント村販売出店
村内在住の方が日頃の活動発表や作品の展
示、販売、村内で営業する事業所による出張
販売、サークルによるイベント等
※テント、机、イス等
　無料貸出
※村民、村内企業限定

○ハンドメイドマーケット
出展者本人が手作りした作品販売

○フリーマーケット
出展者がこだわりを持っ
て仕入れ、特徴の説明な
ど責任もって対応できる
商品販売

○キッチンカー
お弁当、唐揚げ、たこ焼きなどキッ
チンカーをお持ちの方の出店、販売
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ご家庭で使用済みの小型家電を無料で回収します

リチウムイオン電池等充電式電池・充電式電池内蔵製品についても同日回収します

　ご家庭の電気や電池で動く製品で、家電４品目（テレビ、
エアコン、冷蔵・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）以外の物を
いい、広く対象になります。
※家庭用に限り、事業所からはお出しいただけません。

【問い合わせ先】　役場　建設環境課　環境林務係　☎33−5127

★小型家電の対象製品とは 回収日：７月27日（日）
　　　　午前７時～午前９時
場　所：喬木村役場前駐車場

対象品目例（無料回収）

対象品目例（無料回収）

小型家電ではない物（粗大ごみ）

回収できない物

持ち込んでいただく時の注意事項

持ち込んでいただく時の注意事項

○【通信機器】電話機、ＦＡＸ、携帯電話等
○【映像機器】デジタルカメラ、ビデオデッキ等
○【電気音響機器】ＣＤプレイヤー、ステレオ等
○【事務機器】パソコン、プリンター等
○【台所用電気機器】電気ポット、炊飯器等
○【理容機器】ドライヤー等

○【充電式電池】リチウムイオン電池、ニカド電池、
ニッケル水素電池、ノートパソコン等製品から
取り外した充電式バッテリー等

○【充電式電池内蔵製品】モバイルバッテリー、
加熱式たばこ、電動髭剃り、電動歯ブラシ、
スマートフォン、ゲーム機等

○【乾電池】アルカリ・マンガン乾電池、ボタン電池等

×【木や布、プラが多いもの】
電気毛布・電気カーペット、マッサージチェア
こたつ（ヒーターのみなら回収）、スピーカーなど

×車用バッテリー（買い替えの際に、販売店等に回
収を依頼してください）

◎乾電池やリチウムイオン電池等バッテリーは必ず
取り除いてから出してください。

◎パソコンやデジタルカメラなどの記憶媒体がある
物は個人情報を必ず消去してください。

◎蛍光管・電球（ＬＥＤも回収不可）、インクカート
リッジ、ＤＶＤ、ＣＤ、掃除機のごみパック、灯
油などは必ず抜き取ってから出してください。

◎一度回収した製品は返却できません。

◎持ち込んだ製品でも回収できないものは、粗大ご
み収集の際にお出しください（有料回収）。

◎回収場所は役場正面玄関前です。円滑な回収実施
にご協力をお願いします。

◎持ち込む際は水に濡らさない、強い衝撃を与えな
いようご注意ください。

◎あらかじめの絶縁処理は不要です。
◎携帯電話などの記憶媒体がある物は、あらかじめ

個人情報を必ず消去してください。
◎電動髭剃りは刃の部分を、電動歯ブラシはブラシ

部分をあらかじめ取り外してください。
◎一度回収した物は返却できません。

【お願い】　７月₂₆日（土）午後４時以降の役場前駐車場への駐車は控えていただきますようお願いします。

【同日開催】
リユース家電
回収＆受渡し

新品同様の家電の回収を行います。
今回は、同日に受渡しも行います。
■回　収　午前７時～午前８時₃0分
　　　　　※出品いただいたものは原則返却
　　　　　　いたしません。
■受渡し　午前８時₃0分～午前９時1₅分
　　　　　※なくなり次第終了
場所：役場	議会棟　屋根下

役場

福
祉
セ
ン
タ
ー

コンテナ

コンテナ

コンテナ

コンテナ

入口

…順路イメージ　※会場の案内に従ってお進みください

福
祉
セ
ン
タ
ー

リチウムイオン
電池回収

使用済み
小型家電
回収

リユース
家電
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老朽危険空家解体補助金について

稲葉クリーンセンターごみ持ち込み料金改定のお知らせ

　老朽化により危険な状態にある空き家の自主的な解体を促進し、安全で安心な住環境の向上を図るため、その解
体費用の一部を補助する制度を令和６年度から設けています。
○対象となる空き家

　次のいずれにも該当し、村の行う事前調査で老朽危険空家等と判定された空き家
①昭和₅₆年５月₃₁日以前に着工された建築物で、２分の1以上が居住の用に供されていたものであること。
②空家等対策の推進に関する特別措置法第22条第２項の規定による改善勧告の対象となっていないこと。
③個人が所有するものであること。
④所有権以外の権利が設定されていないこと。
⑤故意に破損させたものでないこと。

○補助金額　補助対象経費の額の1／２(上限100万円)
○補助金の利用に関する注意点

　事前調査申請書の提出を受け、村で老朽危険空家に該当するか調査を行います。
調査により老朽危険空家と判断した場合、翌年度に解体補助金を予算計上しますので利用を検討される方は事前
に建設環境課環境林務係(☎33－5127)へご相談ください。

　(例)令和７年度に事前調査を申請した場合は以下の流れとなります。
　　 　令和７年度事前調査→老朽危険空家等に該当
　　 　令和８年度補助申請→年度内に解体実施→補助金の支払い

　センターへ直接搬入されるごみの量が想定よりも多く焼却炉の稼働日数や設備維持管理費が増加していることや
物価・人件費の上昇などによる理由から、稲葉クリーンセンターへの燃やすごみの持ち込み料金が以下の通り改定
されます。
　○料　金：【改定前】180円(税込)/10㎏ →【改定後】220円（税込）/10kg（40円増）
　○改定日：令和７年10月１日

【問い合わせ先】　役場　建設環境課　環境林務係　☎33−5127

　喬木村では₂₀₅₀年までに二酸化炭素排出
実質ゼロを目指し、令和４年に喬木村ゼロ
カーボンシティ宣言を行いました。
　ひと月おきに地球温暖化防止に関する情
報をお届けします！テーマ  長野県令和7年度

「クルマとつなぐ屋根ソーラー補助金」のご紹介

たかぎゼロカーボン通信 建設環境課環境林務係
☎33-5127

太陽光パネル + V2H（※） 太陽光パネル + 蓄電池V2Hのみ 蓄電池のみ

補助額　最大25万円 補助額　最大20万円補助額　最大20万円 補助額　最大15万円
（※）V2H（Vehicle	to	Home）:EVのバッテリーにためられた電気を住宅に供給することができる装置

【対象設備】
・太陽光パネル：10kW未満で未使用のもの
・蓄電池：4kWh以上の未使用のもの・国のZEH化等支援事業の対象製品
　　　　　であるもの
・V２H：国のCEV補助金の対象製品で未使用のもの

【主な要件】
・申請者が居住する県内の住宅（既存住宅）に設置すること
・「信州の屋根ソーラー認定事業者」との販売契約により設置すること
・令和８年２月2₇日（金）までに設置が完了すること

詳しくは長野県ホームページ
「クルマとつなぐ
　　　　屋根ソーラー補助金」
をご確認ください。

村補助制度
「ゼロカーボン推進補助金」
と併用可能です（V２Hを除く）。
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【問い合わせ先】　協働・共創によるSDGs推進プロジェクト　役場　議会事務局　近藤　☎33−3800

【問い合わせ先】　役場　企画財政課　企画係　☎33−5129　Mail：kikaku@vill.takagi.lg.jp

協働・共創によるSDGs推進プロジェクト

リユースイベント　　　in 社協ふれあい広場
　社協ふれあい広場に併せて、子どもの衣類、学用品、日用品のリユースイベントを開催します！どなたも
無料でお持ちいただけます。

【日　時】　　　７月26日（土）　午前10時～正午
【場　所】　　　喬木村みんなの広場アスボ
【リユース品の内容】　子どもの衣類、学用品・日用品（幼児～中学生くらいのもの）

☆リユース品を募集します！　是非ご協力をお願いします。
【受付期間】　７月1₈日（金）～2₅日（金）　 午前９時～午後５時
　　　　　　　※7月２６日（土）は、会場で30分前から開始まで受付を行います。

【受付場所】　喬木村役場1階　にお持ち込み下さい。
　　　　　　　※出品中の破損等については補償しかねます。

出品いただいたものは原則返却いたしません。	

参加者募集‼参加者募集‼参加者募集‼むらづくりワークショップ
　今年度は、昨年度むらづくりWSで作成したグランドデザインゾーニングマップのブラッシュアップと、住
民主体のむらづくりについて考えることを目的に開催します。そこで、新たに信州大学ランドスケープ研究室
にファシリテーターとして参画いただき、住民の皆様の「想い」を信州大学LS研究室の「客観的な視点」で
深化・具体化しながら進行します。また、その過程で村内の資源や魅力を実感し、魅力を最大化するための最
適な開発や参加者が行える活動について考え、住民主体のむらづくりについてグループワークを行います。昨
年度までご参加いただいた方はもちろん、新たな参加者も募集しておりますので、ぜひご参加ください。

［日　時］　７月２日(水)　午後６時～午後８時
［場　所］　喬木村役場　防災センター２Ｆ　会議室
［申　込］　下記ＵＲＬまたは二次元コードからお申込ください。
　　　　　https://logoform.jp/form/hwSi/1070371
　　　　　申込期限：６月25日(水)

お申込みいただく際に喬木村の
魅力や好きなところの写真も募
集しています。

※第２回目以降の開催については
希望調査により日時を決定します

喬木村
Takagi . v i l l Nagano

大島山の家

禍誤除けの滝

矢筈公園キャンプ場

田舎道直売所

第二小学校第二小学校

南保育園

農村交流ゾーン

星降るアクティビティゾーン

氏乗氏乗ICICIC（仮）

グランドデザインゾーニング

学びと交流ゾーン

山村学習ゾーン

景色と実りの丘ゾーン

およりてゾーン

堰下堰下GWYGWY跡地

ねやねやゾーン

農村交流センター

アウトドア施設

中原共創施設

農イノベーションゾーン

凡例

□ゾーン ●ゾーンの核となる既存施設 －既存幹線道路

↳すぐにアクションを起こせるゾーン

□ゾーン ●今後、核となる施設 －改良・開設の効果大の道路

↳アクションを起こすまでに一定の時間が必要なゾーン

時
間
軸

ハードアクティビティゾーン

景色と実りの丘ゾーン

山村学習ゾーン

およりてゾーン

景観の保全と体験型農業

ゾーン名

ねやねやゾーン

学びと交流ゾーン

村の玄関口（リニア）としての賑わいの創出

星降るアクティビティゾーン

農村交流ゾーン

その他

農イノベーションゾーン

ハードアクティビティゾーン

道の駅、古民家シェアハウス、川遊びゾーン

ゾーンの説明

中山間地域の特長を活かした山村教育

村の玄関口（三遠南信道）としての停留の拠点

気軽に楽しめるライトなアクティビティ

既存エリアへの機能追加→多世代の交流・チャレンジ

具体的な取組例

ゲストハウス、飲食店、文化ホール、大型商業施設

ICT教育、フィールドワーク、保育留学、プレイランド

農地集積、農家レストラン、温泉施設、夜景

やまほいく、山学習、高等教育機関、特産品開発、夜景

アウトドア、アクティビティ、無料キャンプ場、イベント会場

農泊、マツタケ観光、空き家ホテル、1,000㎡分譲、空き家解体体験

ログハウス、RVパーク、ウルトラマラソン

リニア高架下の有効利用、産業誘致、起業支援、ドッグランカフェ、観覧車　など

都市部の人材との交流と滞留

企業連携によるスマート農業

基幹林道を活かしたコアなアクティビティ

昨年度WSで作成した
グランドデザインゾーニングマップ
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信州の森林税(森林づくり県民税)を活用し整備をしました！

【問い合わせ先】　役場　建設環境課　環境林務係　☎33−5127

【問い合わせ先】　役場　企画財政課　企画係　☎33−5129

①ライフライン等保全対策事業

②森林サービス産業総合対策事業

③県民協働による里山の整備・利用事業

※桃添の主要道（村道１号線）沿線の支障木
を伐採し、ライフラインの確保を行いま
した

※九十九谷森林公園くりん草園内の老朽化
した木道や水路の修繕により公園環境の
整備を行いました

※伊久間里山整備協議会による「桜の丘公
園」アクセス道路の支障木伐採により景
観整備が行われました

整備前

整備前

整備前

整備後

整備後

整備後

全3日間の連続教室で、

少しずつ傘が形になっていく達成感と、

伝統の技にふれる感動が待っています。

夏の思い出に、世界にひとつだけの和傘を

一緒に作ってみませんか？

詳細や応募は

こちらから！全3日間の連続教室で、

少しずつ傘が形になっていく達成感と、

伝統の技にふれる感動が待っています。

夏の思い出に、世界にひとつだけの和傘を

一緒に作ってみませんか？

内

容

プラスチック製の骨組みを利用して、オリジナル傘を作ろう♪

事前予約制・２部（各回６名）

ミニ阿島傘づくり体験 参加費：1,000円

竹串阿島傘づくり体験 参加費：無料

折り紙と竹串を使用したミニミニ傘を作ろう♪

阿島傘の実物展示

制作工程がわかるパネル＆映像 展示

ミニ阿島傘作りの

予約はこちら！

傘作りに興味がでた方へ

阿
島
傘
を
見
て
・
知
っ
て
・
体
験
で
き
る

１
日
限
り
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
で
す
！

会
場
で
は
、
本
物
の
阿
島
傘
の
展
示
や
、

映
像
・
パ
ネ
ル
で
わ
か
り
や
す
く
制
作
の

工
程
を
ご
紹
介
。

さ
ら
に
、
か
わ
い
い
サ
イ
ズ
の
ミ
ニ
阿
島

傘
づ
く
り
体
験
も
開
催
！

小
さ
な
お
子
さ
ま
で
も
楽
し
め
る
内
容
な

の
で
、
親
子
で
の
ご
参
加
に
ぴ
っ
た
り
。

展
示
＆
ミ
ニ
傘
作
り
体
験

展
示
＆
ミ
ニ
傘
作
り
体
験

2025年

7 19月 日

10 : 0 0
1 6 : 0 0

~

この事業は「伝統文化親子教室事業(地域展開型)」を活用して実施しています 。 　主催/喬木村文化遺産活用実行委員会　　後援/喬木村役場企画財政課 企画係

イオン飯田店(2階  旧フードコート)
長野県飯田市上郷飯沼１５７５ 

会 場

ミニ阿島傘作りのミニ阿島傘作りの
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高齢者のための 安 全 運 転 講 習 会

VR（ヴァーチャルリアリティ）認知症体験会のお知らせ

参加費
無料

定員
30名

（先着順）

無料

　車の運転に不安を感じていませんか？
　高齢者の自動車運転を取り巻く様々な課題や運転の心構えを
再確認し、これからも安全運転を続けていきましょう。

高齢者運転事故防止・安全運転のポイント

運転免許証　自主返納のタイミング

住民同士の移動支援に運転手が求められること

開催日時

日　時

開催場所

場　所

講　　師

対　象

持ち物

令和７年７月９日（水）　午前10時～正午

令和７年８月３日（日）　午後２時～午後３時₃₀分

喬木村福祉センター 多目的ホール

福祉センター２階　多目的ホール

アジマ自動車学校　岩下　要司 氏

喬木村在住の方

水分（乗り物酔いしやすい方は酔い止め薬）

☆参加をご希望の方は、7月4日（金）までに電話または上記の二次元コードからお申込みください。

【問い合わせ・申込先】　役場　保健福祉課　包括支援係　☎33−1120

【問い合わせ・申込先】　役場　保健福祉課　包括支援係　☎33−1120

　認知症になると、想いを表に出しづらくなる代わりの行動が“周囲には理
解できないもの”と映ってしまうことが多くあります。
　「認知症を学ぶ」のではなく、VR（仮想現実）で「認知症を体験する」こと
で認知症のある方への理解を深めていただきます。

　参加をご希望の方は、８月１日
（金）までにお電話または下の二次
元コードからお申込みください。
　なお、先着順のため、ご希望に
添えない場合があります。
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伊久間の塩澤久一さんが叙勲を受けました

高齢者叙勲　旭日単光章を受章　　元村議会議員　塩
しおざ わ

澤　久
ひさい ち

一さん

　塩澤さんは、昭和48年６月から平成５年６月まで、５期20年の永きにわたって村議会
議員を務め、豊富な経験と卓抜なる見識をもって地方自治の発展に貢献されました。
　在任中は、議会総務常任委員会や産業常任委員会の委員長職等も歴任され、喬木村の
振興と発展に多大な貢献を果たされました。
　塩澤さんが88歳を迎えられたことから、高齢者叙勲としてこれらの功績に対する旭日
単光章が授与され、このたび村長からご本人に章記と勲章及び略綬が伝達されました。

喬木村職員採用試験

【問い合わせ先】　役場　総務課　総務係　☎33−5120

【行 政 上 級】　平成８年４月２日以降に生まれた者(令和８年３月に大学等を卒業する見込みの者を含む。)

【社会福祉士】　平成３年４月２日以降に生まれた者で、社会福祉士資格を有する者
　　　　　　　(採用時までに取得が見込まれる者を含む。)

【試 験 日】　●１次試験：７月13日(日)　　●２次試験：７月27日(日)
【申 込 受 付】　６月27日(金)まで
詳細はホームページをご覧ください。https://www.vill.takagi.lg.jp/doc/2025052800017/

先輩職員に聞いてみた

片桐 北斗（入庁：令和６年） 太田 眞富（入庁：平成₂₁年）
Q. 仕事のやりがいや魅力は？
　私は村の統計や広報を担当してい
ます。
　統計業務は一見地味に見えますが、
人口や世帯、産業構造を正しく把握
することが、今後の村政の基礎となる
重要な業務です。自分のまとめたデー
タが村の計画や施策に活かされていく
ことに責任とともにやりがいを感じま
す。
　また、広報業務では、地域の行事
や活動を撮影し、それらを番組や情
報誌などのかたちで発信しています。
取材を通して地域の人と交流したり、
喬木の四季折々の自然を撮影したり
する中で、喬木村の様々な面を知る
ことができることに魅力を感じます。
Q. 入庁を検討している方へ
　職場の先輩方は皆さん優しく、分
からないことは丁寧に教えてくださっ
たり、間違っていることに関しては何
がダメだったのかハッキリと伝えてく
ださる、とても頼れる方ばかりです。
　また仕事外でも、地域のお祭りや
消防に参加したり、職場の人たちとの
旅行やスポーツ大会があったりするな
ど、良い意味で暇がなく、毎日刺激
的な日々を過ごしています。
　様々な業務を経験して自分自身のス
キルアップをしたい方、喬木村をより
良くしたい方はぜひ私たちと一緒に働
きましょう！

Q. 仕事のやりがいや魅力は？
　役場には、様々な分野の仕事があ
り、異動を通して自分の知識や経験
が広がっていきます。それぞれの仕事
で出会える方々も、様々な年代・立場
の方で、自分の中にはなかった考え
方や知識を得ることができたのは大
きな財産です。歳を重ねると新しいこ
とにチャレンジする事が少し億劫に感
じてしまうのですが、異動で新しいこ
とを一から学び始めると、気力・体力
は必要となりますが、前向きになれる
自分がいます。
　また人と接することが多い仕事のた
め、丁寧な対応を心がけ、感謝の言葉
をかけて頂けたときは、やりがいを感
じます。日々の仕事へのモチベーショ
ンにも繋がっています。
Q. 入庁を検討している方へ
　私は現在、子育てをしながら仕事を
しています。両立は上手くいかないこ
とも多々ありますが、職場には同じ経
験をしている職員が多く、経験談や
情報を共有できることはありがたいで
す。子どもに関わる急なお休みにも理
解のある職場で、休みは比較的取得
しやすい雰囲気です。
　住民の方の生活に繋がっている仕
事で、責任ややりがいは大きいです。
自分自身も成長させることができる職
場ですので、一緒に働いてくださる皆
さんをお待ちしています！

○所属
総務課・情報統計係
○職歴
令和6年　現所属

○所属
総務課・総務係
○職歴
平成２1年　住民課・戸籍担当
　　　（現：住民窓口課・住民係）
平成２5年　総務課・庶務係
　　　（現：総務課・総務係）
平成２９年　保健福祉課・福祉係
平成31年　教育委員会・子ども教育係
令和５年　現所属

喬木村駅伝大会に参加した際の様子

町村対抗球技大会の様子

禍誤除けの滝を訪れた際の様子

村の仕事
知れば知るほど面白い

村のために
一緒に働いてみませんか

ホームページは
こちら
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戦没者等のご遺族の皆さまへ　第12回特別弔慰金が支給されます
　戦後80年に際し、今日の日本の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国として改めて弔
慰の意を表すため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金(記名国債)を支給します。

＜支給対象者＞
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和７年４月1日(基準日)時点で、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者
戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方(戦没者等の妻や父母)がいない場合に、次の順番による先順位
のご遺族お一人に支給します。
　1．令和７年４月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方

２．戦没者等の子
３．戦没者等の　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有している等の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わり

ます。
４．上記1～３以外の戦没者等の三親等内の親族(甥、姪等)
　　※戦没者等の死亡時まで引き続き1年以上の生計関係を有していた方に限ります。

＜支給内容＞　額面27万５千円、５年償還の記名国債

＜請求期間＞　令和10年３月31日まで
　　　　　　　※この期間を過ぎると第12回特別弔慰金を請求できなくなりますので、ご注意ください。

　なお、提出していただく書類は、過去に特別弔慰金を請求したことがあるか等の状況により異なります。詳しく
は下記担当までお問い合わせください。

【請求窓口・問い合わせ先】　役場　保健福祉課　福祉係　☎33−5123

６月23日から29日は男女共同参画週間です
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それ
ぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実
現するためには、行政だけでなく住民の皆さん一人ひとり
の取組が必要です。
　この機会に、私たちのまわり男女のパートナーシップに
ついて、考えてみませんか。

第５次喬木村男女共同参画計画
（₂₀₂₃年度～₂₀₂₇年度）の基本目標と村の取組
①男女が互いに支え合う、意識づくり
（意識啓発活動、講演会の開催など）
②あらゆる分野に参画できる、環境づくり
（女性活躍推進、子育て支援施策の実施など）
③人権の尊重と安心・安全な、地域社会づくり
（偏見、差別、DV等相談窓口の周知など）
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心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談

○
日
時　
7
月
4
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
12
時

○
場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
弁
護
士
相
談
あ
り

＊＊＊口座振替の方は預金の残高確認をお願いします。＊＊＊

対象地区 会　場 開催日 開催時間

北 北コミュニティ消防センター 9日、23日 午前10時

郭・寺の前 第 一 公 民 館 4日、18日 午後1時半

帰牛原
加々須・大島 帰牛原消防センター 7日、28日 午後1時半

町 阿 島 傘 伝 承 館 2日、16日、30日 午後1時半

南 南 農 事 集 会 所 2日、16日、30日 午前10時

馬場平・両平
伊久間 みんなの広場アスボ 14日 午後1時半

上平 上平集落センター 11日、25日 午後1時半

田上川 田上川消防センター 7日、28日 午前10時

富田・大和知
氏乗 富 田 陶 芸 館 14日 午前10時

※上記は現時点での予定であり、今後の状況によっては休止となる
可能性があります。

役場　保健福祉課包括支援係　☎33︲1120問い合わせ先

椋
鳩
十
記
念
館
・

記
念
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

結
婚
相
談
日

○
日
時　
7
月
19
日（
土
）

　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

○
場
所　
社
協
会
議
室

※
完
全
予
約
制

　

申
込
〆
切
：
7
月
17
日（
木
）

　

午
後
５
時
ま
で
。

　

申
込
は
お
電
話

　
（
☎
３
３

－

５
５
２
０
）

　

ま
た
は
こ
ち
ら
か
ら

な
ず
な
カ
フ
ェ

●
認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
の
方
や
介
護
者
の

方
を
対
象
と
し
た
憩
い
の
場

○
日
時　
7
月
8
日(

火)

午
前
10
時
～
12
時

○
場
所　
ア
ス
ボ
会
議
室

●
認
知
症
予
防
カ
フ
ェ

認
知
症
予
防
に
関
心
の
あ

る
方
、
ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す

○
日
時　
7
月
22
日(

火)

午
前
10
時
～
12
時

○
場
所　
ア
ス
ボ
会
議
室

【問い合わせ先】　社会福祉協議会　☎33-5520
※行政相談のみ…役場　総務課　総務係　☎33-5120

　

椋
鳩
十
記
念
館
・
記
念
図
書
館

の
ホ
ー
ル
で

開
催
い
た
し

ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の
予
定
】

◎
福
山
康
雄「
陶
器
と
仲
良
く
」

　

6
月
7
日（
土
）～
6
月
24
日（
火
）

◎
喬
木
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

　

6
月
28
日（
土
）～
7
月
22
日（
火
）

◎
企
画
展「
こ
ど
も
夏
ま
つ
り2025

」

　

7
月
26
日（
土
）～
8
月
12
日（
火
）

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
３
３

－

４
５
６
９

６ 月 の 村 税 等
納期限 口座振替日

県 村 民 税(第1期)

６月₃₀日
（月）

６月₂₅日
（水）
再振替

７月７日（月）

国 保 税(第３期)
介 護 保 険 料
後 期 高 齢 保 険 料
上 下 水 道 料
保 育 料
学 校 給 食 費
児 童 ク ラ ブ 利 用 料

令
和
７
年
度

調
理
師
及
び
製
菓
衛
生
師

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

喬
木
村
地
域
支
え
合
い

協
議
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す

₁
試
験
の
日
時
及
び
場
所

○
日
時

　

令
和
７
年
９
月
９
日（
火
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
ま
で

　
（
受
付
は
午
前
11
時
30
分
～

　

午
後
０
時
30
分
ま
で
）

○
場
所

　

南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー

　

Ａ
棟
２
階
ホ
ー
ル

　
（
飯
田
市
座
光
寺３

３
４
９

－

１
）

₂
願
書
受
付

○
日
時

　

令
和
７
年
７
月
１
日（
火
）～

　

３
日（
木
）ま
で
の
３
日
間

（
受
付
時
間
は
、
各
日
と
も

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
）

○
場
所

　

長
野
県
飯
田
合
同
庁
舎
２
階

　

２
０
２
会
議
室

　
（
飯
田
市
追
手
町
２

－

６
７
８
）

₃
合
格
発
表

○
日
時

　

令
和
７
年
10
月
16
日（
木
）

　

午
前
９
時
～

　
（
阿
南
支
所
は
午
前
10
時
～
）

○
場
所

飯
田
保
健
所
、
阿
南
支
所
入
り

口
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲

示
す
る
。

ま
た
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
他
、
受
験
者
全
員
に

結
果
を
通
知
す
る
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

食
品
・
生
活
衛
生
課

　

☎
０
２
６
５－

５
３－

０
４
４
６

　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
喬

木
村
地
域
支
え
合
い
協
議
会
の
公

募
委
員
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

〇
協
議
内
容

　

喬
木
村
の
終
活
支
援
施
策
の
検

討
〇
応
募
資
格

　

村
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、

高
齢
者
の
終
活
に
関
心
が
あ
り

会
議
に
毎
回
参
加
で
き
る
方

〇
任
期

　

令
和
7
年
7
月
～

　

令
和
9
年
6
月

〇
開
催
頻
度

　

２
～
３
ヵ
月
に
１
回
程
度

　

報
酬
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

〇
応
募
締
切

　

令
和
７
年
７
月
４
日（
金
）

〇
応
募
方
法

　

電
話
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
考
結
果
は
7
月
中
旬
ま
で
に

通
知
し
ま
す
。

〇
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

役
場　

保
健
福
祉
課

　

包
括
支
援
係

　

☎
３
３

－

１
１
２
０

　次の各会場で行う予定です。どなたでも気軽に
ご参加いただけますので、是非お越しください。
　また、日程が変更となる場合にはくりんネット
で情報発信を行いますのでご注意ください。

７ 月 の 健 康 体 操 教 室
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歯
科
口
腔
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

～
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
～

　

固
い
物
が
食
べ
に
く
い
、
入
れ

歯
が
合
わ
な
い
、
特
に
自
覚
症
状

は
な
い
が
、
お
口
の
状
態
を
確
認

し
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〇
対
象
者

①
昭
和
24
年
４
月
１
日
～
昭
和
25
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

②
昭
和
20
年
４
月
１
日
～
昭
和
24
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
の

う
ち
、
直
近
で
生
活
習
慣
病
に
係

る
受
診
を
さ
れ
た
経
歴
が
あ
り
、

か
つ
、
令
和
６
年
度
に
歯
科
医
療

の
受
診
が
な
か
っ
た
方

③
昭
和
19
年
４
月
１
日
～
昭
和
20
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

〇
期
間　
７
月
１
日（
火
）～

　
　
　
　

12
月
30
日（
火
）

〇
費
用　
無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な
場

合
は
、
そ
の
治
療
費
は
本
人
負

担
と
な
り
ま
す
。

〇
対
象
医
療
機
関

　

県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医

院（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

〇
予
約
方
法

　

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

〇
受
診
時
に
必
要
な
物

受
診
券
・
被
保
険
者
証
・
お
薬
手

帳（
無
い
場
合
は
、不
要
で
す
）

〇
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　

保
健
事
業
室

　

☎
０
２
６－

２
２
９－

５
３
２
０

令
和
７
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

資
格
及
び
試
験
日
程
等

○
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所　

☎
２
２

－

２
６
１
３

自衛隊員 自衛官 募
集
種
目

予備自衛官補 防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

防衛医科
大学校

医学科学生

防衛大学校
学生

（一般）
航空学生

（海自、空自）
自衛官
候補生 曹候補生 幹部候補曹

技能 一般

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

等
を
有
す
る
者

（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限
は
53

歳~

55
歳
未
満
）

18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
者

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

（
高
卒
者（
見
込
含
）

又
は

高
専
3
年
次
修
了
者

（
見
込
含
））

海
自：18

歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

空
自：18

歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

（
い
ず
れ
も
高
卒
者
又
は
高
専

3
年
次
修
了
者（
見
込
含
））

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

20
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

資
　
　格

５月24日（土）~
９月11日（木）

７月１日（火）~
10月3日（金）

７月１日（火）~
10月８日（水）

７月１日（火）~
10月16日（木）

７月１日（火）~
８月29日（金） 年間を通じて ７月１日（火）~

９月２日（火）

陸自・海自
９月１日（月）~
26日（金）
空自
９月８日（月）~
26日（金）

受
付
期
間

９月13日（土）~
９月29日（月）
いずれか１日

１次試験
10月18日（土）

１次試験
10月25日（土）

１次試験
11月１日（土）

１次試験
９月20日（土）、
27日（土）
どちらか１日

受付時または
HPにて
お知らせ

１次試験
９月13日（土）~
21日（日）
いずれか１日

１次試験
10月11日（土）

試
験
期
日
等

令和７年
11月６日（木）

令和８年
２月10日（火）

令和８年
１月30日（金）

令和７年
12月26日（金）

令和８年
１月26日（月）

試験時に
お知らせ

令和７年
12月４日（木）

陸自・海自
令和８年
１月22日（木）
空自
令和７年
12月26日（金）

合
格
発
表

採用時期：令和８年3月中旬~４月上旬（予備自衛官の訓練開始時期は令和７年12月以降）

６月８日(日)開催　消防操法大会　結果発表
　消防ポンプ操法技術大会が６月８日(日)に運動公園グラウンドを会場に行われました。８チームが出場し
た今大会では、1ヶ月間にわたる訓練の成果を発揮し、迅速で堂々とした操法を披露しました。村の防災力
向上のため、訓練に励んでいただいた選手の皆さん、お疲れ様でした。また、普段から団員を支えるご家族・
地域の皆さんに感謝いたします。
　優勝した第二分団Aチーム(富田班)は６月22日(日)に喬木中学校グラウンドで行われる飯伊消防技術大会
に出場します。ご健闘をお祈りします！

■操法大会結果
優　勝 第二分団A 富田班
準優勝 第一分団B 北班
３　位 第二分団E 富田班・大和知氏乗班

■最優秀操作員賞
指揮者 第二分団A 木下 雅也
１番員 第二分団A 木下 凌輔
２番員 第二分団A 松田 一輝
３番員 第二分団A 福島 直樹
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喬木みらいプロジェクトだより
~ 私たちの手で創る、次の20年と村のブランド~

◀喬木みらいnoteをウォッチ！
サイドストーリー含む喬木みらいプロ
ジェクトの完全版はこちら！

あなたの声をポスト！
匿名にて10問程度のアンケート（別紙）
を配布中。ぜひ声を聞かせてください！

喬木みらいプロジェクトが始動！

「美し郷デザイン室」が設立！

Vol.

1

　皆さんは、令和２年度に策定された人口ビジョンによ
る、喬木村の今後の人口推移を知っていますか？
　実は35年後には現在の総人口 5,553 人から約40％が
減少すると予測されています。実際に、現在の人口もそ
の推計と同様のペースで減少しており、20年後にあたる
令和27年は4,500人を下回る見込みです。
　こうした人口減少が進んでいくと、地域の担い手が
不足し、暮らしや仕事、教育など、地域社会を支える
基盤そのものが縮小していく恐れがあります。今のまま
の状況が続けば、私たちの暮らしを将来にわたって
維持することが難しくなるかもしれません。
　喬木村では、こうした将来の厳しい現実を見据え、
村のブランドづくり（次の 20 年の私たちの生き方

を描くこと）を通して持続可能な未来を実現する
ために「喬木みらいプロジェクト」を立ち上げました。

　このたび、「喬木みらいプロジェクト」の実現に向け
た中核的な存在として、喬木村の未来を担う村民代表
者で構成された「美し郷デザイン室」が発足しました。
　「喬木村の未来を担う村民代表」は、今後の20年間

　▲行政・一般の各分野＋高校生の計１０人のメンバーと村長・事務局

を現役で支えていく世代から、村内より推薦および
公募によって選ばれたメンバーで構成されています。
　今年度の「美し郷デザイン室」では、「喬木村の軸と
なる魅力」を言語化し、住民主体によるブランドの構築
を目指して活動を進めていきます。
　その発足式が、5月20日（火）に開催され、村長に
よる委嘱状交付と、メンバー同士の顔合わせが行わ
れました。
　発足式に続いて、第 1回ワークショップも実施され、
事業の概要説明に加え、ブランド構築に向けた進め方
を協議・検討。今後に向けた第一歩を踏み出しました。

戻ってきたいと思える村を創っていきた
いと思い、このプロジェクトに参加しま
した！（デザイン室メンバーコメント）

喬木村の未来

“選ばれるむらに！”
訪れたい！

喬木村について考える
住み続けたい！

関わりたい！

喬木ブランドを一緒に育てよう！

　村を象徴するブランドは、その後地域内外の
活動と紐づいて、『選ばれるむら』となるような
取り組みを展開する予定です。ブランドをつくる
過程からみなさんと一緒に育てていきます。
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　はじめまして、５月より地域おこし協力隊で着任しました熊谷桂子と申します。
　趣味はキャンプ、釣りに山登りと物作りも大好きです。
　岐阜県羽島市から喬木村に引っ越して1ヶ月と少し経ちました。
　自然素材たっぷりの喬木村で暮らせることに感謝し
ながら、ミッションである交流センターの活性化や阿
島傘の促販を、柔らかい発想と行動力で少しでもお役
に立つように努力していきます。

　役場の方々や地域の皆様に支えていただきながら、これからも自身のある
べきことを見失うことなく楽しみながら業務に励んでいきます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

憧れの南信州へ

私たちの手で創る、次の₂₀年と村のブランド取り組みエピソード 宮﨑 香帆・佐藤 亜美佳

熊谷 桂子

　こんにちは！宮﨑（地域活性化起業人）と佐藤（地域おこし協力隊）です！
　本誌で今月から毎月連載となる『喬木みらいプロジェクトだより』(p1２)はご覧い
ただけましたか？『地域おこし協力隊だより』では、その裏側にあたる、私たちの活
動をお届けしていきます！

4・5月の取り組み ～村の皆さんへ、ごあいさつと募集活動を行いました！～

　「喬木みらいプロジェクト」は、村民主体で次の２0年の未来を描き、村のブランドを創っていく取り組みです。
私たち事務局メンバーは、村内で自己紹介を兼ねたご挨拶周りをしながら、プロジェクトの中心的な役割を担
う「美し郷デザイン室」のメンバー募集の告知活動を進めてきました。
　メンバー募集に向けては、村内3校の先生方や消防団・民生委員の皆さまに直接お話しする機会をいただき、
高校生の皆さんへは募集要項を各家庭に郵送しました。その他各種媒体による公募や推薦依頼等を行いました。
　最終的に、行政・一般・高校生の計10人のメンバーで結成！この10名のメンバーはプロジェクトの中心とな
り、村のブランドづくりを推進していきます。今後の活動にも、ぜひご注目ください！
本誌が配布されるご家庭には、取り組みのご感想/ご意見を収集するアンケートも別紙にて配布しております！

　喬木村のブルーベリー
をふんだんに使ったクラ
ンブルソフトクリームを
販売いたします！

自己紹介カードを携えて、
挨拶回りを実施しました！

ブルーベリー狩り期間企画　一日限り限定100個！

●日時　７月６日(日)
　　　　午前10時～無くなり次第終了
●場所　交流センター

どうぞ
お楽しみに♡

交流センター
地域おこし協力隊ドゥパード里奈より
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【問い合わせ先】　役場　保健福祉課　健康保険係　☎33−5125

《健診受診までの流れ》
①電話で申込み　　特定健診受診券、保険証をお手元にご用意ください。
　　　　　　　　　お申込み先：JA長野厚生連健康管理センター　☎0267－82－2677

〈申込で確認する内容〉
◦希望の日にち（第1・２希望）、氏名、生年月日、住所、電話番号、保険証記号番号、受診券整理番号
　※男性50歳以上の方は、村のPSA検査申込の有無の確認があります。

➡
②健診日の約1か月前に　問診票、採尿用器が届きます

➡
③健診当日、受付時間（午前10時～10時20分）に福祉センターへお越しください
　当日は健康相談があります。過去の健診結果等わかるものをお持ちください。

　健診結果は郵送でお手元に届きます。健診当日、結果説明会のご案内をいたします。

★村では、他の社会保険の方の健康相談も随時お受けしておりますので、お声掛け
ください。

　今年度の胃・大腸検診を下記のとおり行います。申し込みがお済みで
ない方は下記までお申込みください。希望者には6月下旬に案内を送付
します。
　なお、託児を3日に予定しています。

　協会けんぽから発行された特定健康診査受診券をお持ちの40歳以上の方は、福祉センターで特定健診を受診
できます。

今年度健診日程 ：9月８～11日、25・26日　　　 会場 ：福祉センター
ご希望の方は、JA長野厚生連健康管理センターに直接お申込みください。

胃・大腸がん検診について

【申し込み・問い合わせ先】　役場　保健福祉課　健康保険係　☎33-5125

検診名 対象年齢 受診間隔 日　時 会　場 費　用

胃がん検診
（バリウム検査）

30~79歳 年１回 ７月２~４日
７・８日 午前７時~９時 福祉センター 1,000円

大腸がん検診
（検便を提出）

30歳以上 年１回 ７月２~４日
７・８日

午前９時~
午後５時

役場庁舎
※８日は受付なし

400円
※クーポン
　対象者は
　無料午前７時~９時 胃がん検診会場役場

（福祉センター）
※対象年齢は令和８年3月末時点での年齢です

《協会けんぽ被扶養者の皆様へ》

村の福祉センターで特定健診を受診できます

98％が治るとされる、早期発見
のために年1回検診を受けま
しょう！
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熱中症対策が義務化されました －労働安全衛生規則の改正について－

鳥獣害 被害の情報提供 をお願いします

信州伝統野菜
赤石紅にんにくの収穫を行いました

　毎年、熱中症による事故や死亡例が発生していることから、このたび労働安全衛生規則が改正され、
2025年より「熱中症対策」が事業者（農業者を含む）にとって義務化されました。これにより、暑い季節に
屋外で作業を行う従業員（家族従業員・パート含む）に対し、適切な熱中症対策を講じることが法律で定め
られました。

　村内の農地等で被害があった際に村へ報告をしていただく入力フォームを作成し
ました。
　報告いただいた被害の内容は農業委員会・猟友会・村で共有させていただき、村
の鳥獣害対策に使用させていただきます。
　紙でも報告ができるように様式を村で用意しています。フォームでの入力ができ
ない場合は農業委員会事務局（役場 産業振興課内）へご連絡ください。

　６月６日、富田地区の共同圃場で赤石紅にんにくの収穫が
行われました。当日は、生産者組合と昨年植付作業に協力し
ていただいた第二小学校の４、５年生と一緒に作業を行いま
した。
　共同圃場での収穫は約15kg。昨年度より肉付きもよく、
赤石紅にんにくの特徴である皮が赤紫色に色づいたにんにく
の収穫ができました。
　しかしながら、中には小ぶりのものや病気をもつにんにく
もあり、引き続き土壌や病気の分析を行って良質なにんにく
の生産を目指し、多くの皆様へお届けできるよう生産組合の
皆さんと取り組んでまいります。

１　作業環境の温度や湿度を把握し、熱中症リスクのある日は対策を実施
２　こまめな水分・塩分の補給を促すこと
３　休憩場所の確保（涼しい場所・日陰など）
４　暑さに慣れていない作業者への段階的な作業慣らし（暑熱順化）
５　緊急時に備えた救急対応マニュアルの整備

１　気温と湿度をチェックできる機器を用意
２　飲料や塩分補給品を常備
３　作業時間を調整して、炎天下での作業を避ける
４　新人作業者には無理をさせず、徐々に体を慣らす

主な義務内容

今からできること

農 業 委 員 会 通 信 №112
喬木村農業委員会
☎３３－５１２６T. Ag. Comm. 

罰則
アリ

【入力フォーム】
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　大きなビニールプール、1人用の小さなたらいプールがあります。
お子さんの様子に合わせてプールを選ぶことができます。

　ペットボトルを使って、水遊びのおもちゃを作ります。
おうちのお風呂でも遊べます。お子さんと一緒に絵を描いたり、
シールを貼ってもOK！お子さんのためにお母さんたちが作って
あげるのも素敵です

　6・７月生まれのお友達のお誕生日をお祝いします。6・７月生まれの
お友達は事前にお誕生カードを作りにご来館ください。

　子育てひろばでは、２ヵ月に1回お誕生日会を行っています。今
回は、４・５月生まれのお友達のお誕生日をお祝いしました。誕生
日会の前には、手形や足形をとったお誕生カードを作ります。お誕
生日の記念にお誕生カードを作ってみませんか？

　９組の親子が集まって、はじまりの会を行いました。
　今年度は、スタッフもメンバーが代わり、利用する親
子さんもスタッフもドキドキの新年度スタートでした。
　はじまりの会では、お母さんと一緒に「はるのうた」
のパネルシアターを見ながら春の歌(チューリップ、ぶんぶんぶんなど)を歌いました。お母さん(身近な人)

の声(肉声)で語りかけ、歌ってあげることは、子どもたちの心と脳の栄養になりま
す。季節の歌を歌いながら、お散歩をしてみるのも親子のステキな時間になるので
はないでしょうか。
　久しぶりに再会した親子さんも多く、お母さんたちの会話にも花が咲きました。
親子で楽しめるイベントなども企画しています。親子の思い出
作り、お友達作りにお出掛けください。お待ちしています♪

７月11日(金)　お誕生日会&夏まつり

あそびのひろば(水遊びのおもちゃ作り) 

６月18日(水)～30日(月)

４月７日(月)　はじまりの会

５月23日(金)　４・５月お誕生日会＆いちご狩り

　お誕生日会の後は、いちご狩りへ ハウスに入ってみると、
真っ赤に色付いたいちごがいっぱい‼美味しすぎて、食べ出し
たら止まらない子どもたちが続出!!ママやパパの「Stop！」が
かかり、後ろ髪を引かれる思いで帰っていく子どもたちもいま
した。一期屋さんありがとうございました。

７月１日(火)　プール開きをします。

子育てひろばだより
★お問い合わせは★

こども学遊館
☎３３－４５０３

（平日 9:00 ～ 14:00）№26

扌 過去の様子 扌

夏の予定
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【未満児水遊び】
暑くなってきました。未満児さんも園庭
で水遊びをしています。はじめはドキド
キちょっとずつ近づいて、だんだん思い
切り遊べるようになってきました。

【くりん草園へ
行ってきました】

今年も見事なくりん草を見るこ
とができました。五平餅を食べ
たり、くりん草愛好会会員の木
下さんが喬木村の民話紙芝居を
読んでくださったりしました。
喬木村の村花であるくりん草を
大事に守ってくださる愛好会の
皆様に感謝です。

【０、１歳児お散歩】
近くの運動公園に行くとつつじの花が綺麗
に咲いていました。1歳児のクラスに０歳
児のお友達もだんだん増えてきました。歩
いたりハイハイしたりして、草の感触を感
じたり花や虫を見つけたりしてきました。

【交通安全教室】
お巡りさんや交通安全センターの方が来
園し、道路や駐車場などで、命を守る大
切なお約束をしました。年長児は親子で
道の渡り方も練習し、真剣に取り組んで
いました。

【小麦畑】
昨年度種を蒔いた小麦が大きくなってい
るお話を聞き、見に行きました。みんな
の背丈位になっている小麦を見て、「わー
すごい‼迷路みたい‼」とワクワクしな
がら間を通らせてもらいました。

【小学校の田んぼで泥んこ遊び】
小学校の田んぼでお田植えをする前にどろ
んこ遊びをさせてもらいました。泥の感触
に何とも言えない表情で足を入れていまし
た。カエルやオケラ、ホウネンエビやオタ
マジャクシなど生き物もたくさんいて、夢
中で見つけていました。

【サツマイモの苗植え】
年長児がうねを作り準備をした畑に、年
中・年少児と一緒に苗を植えました。年
長は前日に実際植えていたので、上手に
年下児に植え方を教えていました。

【お米作り・野菜作りが始まりました】
南保育園の田んぼのしろかきから田植え、野菜の苗植
えを地域の皆さんと一緒に行いました。田んぼは昨年
のお米の種を引き継いで、勢いのいい苗ができ、無事
に植えることができました。植物の生長を身近に感じ
ることができています。

【なかよしの日】
たかぎ保育園のお友達と交流が
できるように「なかよしの日」
を行っています。大勢のお友達
と関わり、大きな園庭で遊ぶの
が新鮮です。たくさんの刺激を
受けて帰ってきました。

保育園だより
№189

たかぎ保育園

南保育園
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４月～５月の活動から
　校庭の桜が満開に
なり、この日は好き
なところを選んで給
食を頂きました。い
つもと違った場所で、
いつもと違う友だち
と楽しいひとときを
過ごしました。

　1年生にブルー
ベリーの苗を頂き
ました。緑化への
関心を高めるため、
緑の募金から南信
州地域内の新1年
生に毎年頒布され
ています。

どこでも給食　満開の桜の下で 緑化木贈呈　実がなるのが楽しみだな

　令和７年度の児童
会が発足しました。
今年の児童会目標の
「全校で協力し合い気
持ちいい学校」を目
指して様々な活動に
取り組みます。

　全校児童で肥料ま
きをしてから地域の
方に耕していただき
ました。おいしいお
米ができるように丁
寧にまきました。し
ろかきをしていただ
いて田植えの準備を
します。

　全校児童で田植え
をしました。「田植
えって何するの？」
と初体験の1年生。
慣れた様子でどんど
んと進め、低学年に
声をかける頼もしい
6年生。ＪＡや地域
の方にも手伝ってい
ただき、上手に田植
えができました。

　学校の山の整備
を全校児童で行い
ました。深緑の清々
しい木漏れ日の中、
地域の方にご指導
を受けながら、切
り倒した木をのこ
ぎりで短く切って
運びました。

　30年以上続く銀
嶺太鼓の練習を始
めました。毎年3
～6年生が二小祭
などで発表してい
ます。銀嶺太鼓を
初めて叩く3年生
に、高学年がマン
ツーマンで教えて
くれています。

　参観日とＰＴＡ
作業の後に行いま
した。なかよし班
の友だちとおうち
の方と一緒にモ
ルックとボッチャ
を楽しみました。
教室とはまた違っ
たすてきな笑顔が
見られました。

児童総会　みんなでつくる児童会

肥料まき　おいしいお米ができますように

田植え　慣れた手つきで丁寧に

山学習　松茸たくさん採れるといいな

銀嶺太鼓の練習　受け継がれる伝統

全校親子レク　親子で楽しいひとときを

第二小

№298
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【７月のイベントカレンダー】

※予定が変更になる場合があります。最新の情報は、くりんネットやいちごチャンネルなどでご確認ください。

喬木村公式LINE友だち募集中!!
欲しい情報の分野を登録することであなたに必要な情報だけを
お届けします

登録方法

欲しい情報が自分で選べる！！

右記の二次元コード または ID検索から「＠takagimura」で検索

【問い合わせ先】　ハローワーク（飯田公共職業安定所）　☎24−8609
　　　　　　　　役場　産業振興課　商工観光係　☎33−5126

求人者名 職　種 掲載期限
㈱アジマ自動車学校 教習指導員（正社員） 6月30日
㈱いとう　藤山 料理長 6月30日
第一チキン㈱ ルート配送・営業 6月30日
社会福祉法人　ぽけっと 看護職（デイサービス・グループホーム）（正社員） 6月30日
白子土木 土木作業員・型枠作業員 6月30日
喬木村社会福祉協議会 介護支援専門員（ケアマネージャー） 6月30日
㈱アジマ自動車学校 受付事務（正社員）、経理（正社員） 7月31日
大平建設㈱ 土木作業員、土木施工管理 7月31日
長野県飯田養護学校 特別支援学校寄宿舎指導員、特別支援学校の講師 7月31日
野島建設㈱ 現場技能者、現場技術者 7月31日
㈲長野索道 建設業務（正社員） 7月31日
㈱いとう　藤山 調理スタッフ 7月31日
㈲協立電気商会 電気工事士 7月31日
小林製袋産業㈱ 営業職（ルート営業） 8月31日
㈱コバックス 技能職（食品用紙袋、紙製品の検査包装業務） 8月31日
喬木村社会福祉協議会 介護職員（デイサービスセンターふれ愛）（正社員) 8月31日

※ハローワークインターネットサービスに掲載されている情報の再掲です。
　勤務条件等詳細はハローワークにお問い合わせください。

ハローワーク
村内企業求人情報(フルタイム) 令和７年６月１日現在

1日（火）蔵書整理休館日（図書館）
２日（水）胃・大腸がん検診（～４日（金））
3日（木）★宮澤助産師健康教室（学遊館）
７日（月） 胃・大腸がん検診（～８日（火））
　 ★下沢先生絵本の会（学遊館）
９日（水）おはなしのへや（図書館）
10日（木）おひさまクラブ（たかぎ保育園）
11日（金）お誕生日会（夏まつり）（学遊館）
15日（火）おひさまクラブ（南保育園）
1６日（水） 役場文書配布（ＰＭ）
18日（金）★発達支援相談日（学遊館）

1９日（土） 楽遊塾（公民館）
２3日（水） 一学期終業式（小中3校）
２７日（日）小型家電製品・充電式電池等収集
２8日（月） ★足つぼマッサージ（学遊館）

★…開放教室

喬木村議会　第２回７月定例会会議日程（案）
７日（月）	 本会議開会（午後1時30分～）
13日（日）	 本会議一般質問（午前９時～）
1６日（水）	 各常任委員会
２3日（水）	 本会議閉会（午後3時30分～）



◆喬木村戦没者追悼式　5月20日(火)
戦没者を悼み、各団体や地区の代表者の方々から追悼
の辞と献花が捧げられました。今この時を平和に過ごせ
ることの尊さを再確認し、戦争の悲惨さを風化させるこ
となく、平和への思いを重ねていくことを誓う言葉が述
べられました。

◆伊久間地域探検ツアー　5月25日(日)
地域の魅力を感じてもらおうと、開催を重ねている地域探検ツ
アー。第3回目となる今回は伊久間区を探検。中学生がサポーター
として参加し、みんなで宝探しやクイズ大会をして交流を深めまし
た。その後、ポピー園やズッキーニ畑、サクランボ農園などを巡り、
園主の方のお話を聞きました。参加者は「今まで知らなかった村の
良いところが知れて良かった」と嬉しそうに話していました。

◆水防訓練　5月18日(日)
出水期を迎える前に、喬木村消防団、自主防災組織、
防災リーダー、赤十字奉仕団による水防訓練が行われま
した。避難所資機材の組み立てや避難者の受け入れな
どの避難所運営訓練。また、増水を想定しての越水防
止の土のうを使った訓練や、昨年度整備された、排水ポ
ンプ車の操作説明会が行われました。

◆春のスポーツ交流会　6月1日(日)
第一小学校グラウンドを会場にペタンク大会を開催し
ました。ペタンクはチームに分かれ鉄球を投げ合い得
点を競い合う競技。より高得点が出るとチーム内から
歓声があがりました。珍プレー好プレーが繰り広げら
れる中、交流の輪が広がり、笑い声が溢れる楽しいひ
と時となりました。

◆Takagi farmers market OTENTO　6月1日(日)
交流センター前広場を会場に、若手農業者が中心に初開催。
地元野菜や食材を使った料理、加工品の販売テントやキッチ
ンカーが、ずらりと並びました。村内外から多くの方が訪れ、
買い物と食事を楽しみました。来場者からは「採れたて野菜
や果物を、生産者の方と会話をしながら購入することができ、
より大切に味わって食べたい」との声が聞かれました。

◆天竜川河川合同巡視　5月30日(金)
天竜川の重要水防箇所について、天竜川上流河川事務所の
主催により関係機関合同の巡視を行いました。関係3区長
や消防団、役場担当者が参加。出水期に備え、水防上危険
な箇所についての確認や、水防活動にあたる方々の安全確
保等の確認を行いました。また、より安全な天竜川（堤防）
になるように、整備をしてほしい旨を要望しました。

村の話題・出来事

◆喬木村戦没者追悼式　5月20日(火)

◆伊久間地域探検ツアー　5月25日(日)

◆水防訓練　5月18日(日)

◆天竜川河川合同巡視　5月30日(金)


